
6.6　不定積分の性質



　以下の定理が成り立つ．

[定理 6.6.1] 定数 k は変数 x と無関係とする．区間を定義域とする関数 f(x)

の不定積分
∫

f(x)dx があるとき，関数 kf(x) の不定積分があり，積分定数を

C とおくと
∫

kf(x)dx = k
∫

f(x)dx +C .

[定理 6.6.2] 同じ区間を定義域とする関数 f(x) 及び g(x) の各々の不定積分
∫

f(x)dx 及び
∫

g(x)dx があるとき，関数 f(x)+ g(x) 及び f(x)− g(x) の不

定積分があり，積分定数を C とおくと
∫

{f(x)± g(x)}dx =
∫

f(x)dx ±
∫

g(x)dx +C （複号同順）.
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　このようにすると，不定積分の計算では

不定積分の式
∫
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ことになる．



例 不定積分
∫

2 cost+3

5
dt を計算する．積分定数を C とおく．



例 不定積分
∫

2 cost+3

5
dt を計算する．積分定数を C とおく．

∫

2 cost+3

5
dt =

1
5

∫

(2 cost+3)dt =
1
5

(∫

2 costdt+
∫

3dt
)

=
1
5

(

2
∫

costdt+3t
)

=
1
5
(2 sint+3t)+C



例 不定積分
∫

2 cost+3

5
dt を計算する．積分定数を C とおく．

∫

2 cost+3

5
dt =

1
5

∫

(2 cost+3)dt =
1
5

(∫

2 costdt+
∫

3dt
)

=
1
5

(

2
∫

costdt+3t
)

=
1
5
(2 sint+3t)+C

=
2 sint+3t

5
+C . 終



問6.6.1 不定積分
∫

(

5
2
x2 − 4x+3

)

dx を計算せよ．

　積分定数を C とおく．
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=
5
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x3 − 2x2 +3x+C .
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問6.6.2 不定積分
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